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第4回 足元の日本株の上昇について

初めに
日本株は9月に入って上昇に転じましたが、出来高も少なく力強さを欠くものにとどまっていました。しかし11
月に入ってからは上昇ペースが加速、出来高も増え、力強い上昇に変わってきたように見えます。この上昇
は当面続くと予想していますが、今回はそう考える理由を説明します。

10月の日本株上昇
10月に日本株が上昇した際に理由として挙げられたのは、米中交渉の進展や日本株の割安感。そもそも
保有している投資家が少ないので売り圧力も小さいといった安心感などでした。米中を除けば、いずれも後ろ
向きな理由です。このように考えて当時の自分は、この上昇は長くは続かないと予想していました。

日本株の上昇加速
しかし自分の予想とは逆に11月に入って日本株の上昇は加速しました。ただしこれは日本株の割安感や安
心感が評価されたからではありません。きっかけになったのは次世代通信規格「5G」への期待感と米国のIT
企業の好決算です。

5Gへの期待感
5Gの実用化は今年の春から始まっていましたが、これまで株式市場で材料視されることは余りありませんで
した。しかし最近は、「中国、5G商用開始、50都市に13万基地局」、「（サムソン）次世代技術導入、TSMCに
挑む、5Gにらみ年1兆円投資」など、5G関連の投資が活発化していることを示す記事の見出しが目に付きま
す。この5G関連への期待感が11月に入ってからの日本株上昇加速の理由の1つと考えています。

新たな市場獲得が期待されるIT企業
もう1つ日本株の上昇を加速させたと思われるのが米国の7-9月期決算発表で多くのIT企業が好決算を発
表したことです。クラウド部門が好調だった企業が多いようですが、この点には注目しています。今までIT企業
と言えばGAFAに代表されるようにスマホを活用した消費者向けビジネスの印象が強かったのですが、クラウド
やIoTとなると企業向けビジネスです。IT企業にとってはまだまだ新しい市場ということになります。こうした5Gや
企業向けのビジネスの拡大は日本企業にも恩恵があると期待されます。

一過性のものではない足元の日本株上昇
以上申し上げたように割安感などの一時的要因ではなく、5G投資などによる景気や企業業績の改善を期
待できることが足元の日本株上昇の理由であり、同時に上昇が今後も持続すると考える理由でもあります。
もしこの見通しが正しければ、中間決算で一旦売られた電子部品株などが市場をけん引することになると予
想されます。

ソフトバンクの決算について
最後に先日発表されたソフトバンクの決算に触れておきます。スタートアップ、ユニコーンなどと呼ばれる未
上場企業の問題は将来の株式市場にとってのリスクと考えています。現時点では金利が低く抑えられている
ためすぐに大きな問題となる可能性は小さいと思いますが、将来金利が上昇することがあれば大きな問題に
なる可能性もあるでしょう。ただし米国や中国に比べて日本はスタートアップなどの企業が少ないことが問題
視されているので仮にそうした事態になっても影響は米中と比べて小さいと思われます。
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